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来年春オープン！ 東本願寺前市民緑地 

整備工事と整備後の利活用のあり方を検討中！ 
 
 現在，東本願寺前で緑地と車道を一体化する本市初の市民緑地の整備工事を進めて

います。来春，イベントなど多用途に利用可能なオープンスペースに生まれ変わりま

す。 

 
◆整備内容◆ 

〇  噴水周りの広場を広げ，東本願寺前の賑わいを創出。 

〇  サクラなどの花木を植え，芝生を整備することで，緑あふれる憩いの場に。 

〇  車道部分は石畳風舗装とし，東本願寺と調和した京都らしい風情ある空間へ。 

〇  広々とした多目的広場は，京都の玄関口にふさわしいおもてなしのエリアに。 

〇  災害時も活用できるオープンスペースを確保！ 

  トイレや手洗い水栓，かまどベンチを新たに設置。 
 
       工事の進捗状況を WEB サイトで公開中です！→ 

  

植樹は木や芝生の育成に合わせ

令和５年１月～２月ごろに！ 

資料６ 
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◆地域の方々と活用方法など活発に議論◆  
 東本願寺前ではこれまで，地域が一体となり「下京・京都駅前サマーフェスタ」の

ツリークライミングや，京都ゆかりの食のマーケットなどが行われてきました。 

 下京区役所では，地域のシンボルとなる市民緑地を盛り上げる取組として，地域住

民や近隣事業者の方々が一緒になって整備後の利活用のあり方を考える関係者会議

を開催しており，令和４年度もさらに議論を重ねてまいります。 

 
関係者会議でのワークショップの様子 

 
 
◆ふるさと納税寄付金募集◆ 

皆さまからの寄付金を整備事業に活用させていただきます。 

WEB サイトはこちらから → 
 


